


基礎からマスター［読む・聞く・話す］
わかりやすい基礎高校英和辞典

ビーコン英和辞典第２版［小型版］

宮井捷二 監修／三省堂編修所 編
A6 変形判＜ 2 色＞ 
1,696 ページ＋カラー 12 ページ
定価 2,310 円（本体 2,200 円＋税）

⃝ 高校教科書から徹底採録して
 見出し語 57,500
 （英和 47,300，和英 10,200）
⃝ カナ発音併記の場面別英会話 200
⃝ « 語源 》《日英比較 》を加えた新式 12 種の工夫
⃝ ［カナ発音］［和英］付き

通常のサイズもあります（普通版）
ビーコン英和辞典第２版

宮井捷二 監修／三省堂編修所 編

B6 変形判＜ 2 色＞

1,696 ページ＋カラー 12 ページ

定価 2,835 円（本体 2,700 円＋税）

三省堂 Web サイトで提供                      

『三省堂中学校英語ワークシート』の紹介
◎ 授業内で使うドリル式ワークシート（WORD ファイル）

◎ Web サイト（URL http://tb.sanseido.co. jp/english/newcrown/index.html）からダウンロード

◎ 文法事項ごとにまとめられ，Step1 〜 3 で，繰り返し練習

小型版新発売

■ Step 1
《大問 1》  語句穴埋め問題（選択肢あり）
《大問 2》  ① 語句並べ替え問題（一部）
  ② 語句並べ替え問題（全体）

■ Step 2
　※ Step 1 と同じ英文を使い , タスク
をかえて練習。

《大問 1》  語句穴埋め問題（選択肢なし）
《大問 2》  ① 語句穴埋め問題（一部）
  ② 和文英訳

■ Step 3
　※ Step 1・2 の《大問 2》の和文
 英訳を集めたもの。

持ち運びに便利な
ハンディサイズ！
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　遠藤周作，最晩年の『深い河（ディープ・リバー）』を読

んで，作家の直感の凄さに感動した覚えがある。我々イ

ンド研究者がこつこつと文献を渉
しょうりょう

猟して初めて到達する

ような発見に感性で迫っているからであるが，その分析

はともかく，ここでは，作品の重要な舞台となった街の

名称をめぐって，インドのことばを観察してみよう。

　インド最大の聖地であり，インドで最も「インド的」と

も評されるその街は，筆者などはベナレスと呼び慣らわ

してきた世代なのだが，遠藤氏はさすがに公的な正式名

称「ヴァーラーナスィ」を採用している。ローマ字で翻字

すれば （n
4

は反舌音）で，ヒンディー語の語頭の

ｖ音は w 音と容易に交代することから実際には　「ワー

ラーナスィー」と発音されることが多い。

　一方のベナレス。実はこれ英語綴り Benares のロー

マ字読みにほかならない。お手元の英語の辞書で発音記

号をご確認いただければ，むしろ「バナーラス」に近く，

決してベナレスとは発音されないことがわかるだろう。

彼らが日常的に通称として使用する地名は Banaーras な

のだ。そう，だから，インドへ行って「ベナレスはどこ？」

と尋ねても「ベナレスって，どこ？」と問い返されてしま

うのが落ちだ。

　では， と Banaーras の 2 者が存在する事情

はどこにあるのか。前者の用例は，2・3 世紀頃に成立

した原始仏典にも高級絹布の産地として見られるほど

古い。雅語であるサンスクリット語とは異なり，民衆

の話しことばに近く地域的にも時代的にもはなはだ多

様な言語群をプラークリット諸語と呼ぶが，その 1 つ

パーリ語で記された仏典では語頭が b 音で

とある。11 世紀頃のインドのある文法学者によれば，

幾つかのプラークリット語ではサンスクリット語の

が になると記述されている。つまり

r 音と n
4

音との間に音位転換（metathesis）が起きたとい

うのだ。それが更なる変容をこうむりながら今日の通称

Banaーras に至ったのだ。一方が固定化された伝統的言

語による呼称だったのに対し，他方は自然に変化する日

常語による呼称だったわけだ。1 つの社会にも体系の異

なる複数の言語が重層的に存在するインドの特殊な言語

事情を物語る事例と言えよう。

　高校生必携の世界地図帳には「ヴァラナシ（ベナレス）」

とあって，音引きを 3 カ所とも省くのはいただけないが，

両名併記の背後には長い歴史が潜んでいたことになる。

ほかに 3 つの大都市もコルカタ（カルカッタ），ムンバ

イ（ボンベイ），チェンナイ（マドラス）と併記され，いず

れも，「現地での伝統的な名称 ＋（英語由来の名称※）」で

あることを示している。伝統名への回帰には政治的な思

惑もからんでいて，ことばと政治の問題として重要だが，

歴史の詳細を知るには順次ベンガル語，マラーティー語，

タミル語の知識が必要になる。

「ベナレスって，どこ？」

インドのことばをめぐるあれこれ［2］水 野 善 文 　 M i z u n o  Yo s h i f u m i  （ 東 京 外 国 語 大 学 ）

NEW CROWN の 3 年生に題材
として扱われている国，タンザニア
のザンジバル島を旅した。日本人に
はあまりなじみのない国であるが，
ここは昔から文明の十字路であるだ
けでなく，青い海と青い空，それに
珊瑚礁からなる名高いリゾート地で
もある。この島で私はたくさんの現
地の人々と出会い，そのどれもがか
けがいのない宝物となった。

世界遺産になっているストーンタ
ウンを散策していると，どこからと
もなく気軽に“Jambo!”と声がかか

る。偶然出会ったムサ（左写真）は，
島でも有名なティンガティンガ画家
であった。彼にはお弟子さんが 5
人もいる。私は，彼が描いたティン
ガティンガの絵を見て息を飲んだ。
サバンナに住む野生の動物や鳥は，
独特の画風で大胆にデフォルメされ
て描かれ，アフリカの大地の息吹を
謳歌しているように思えた。

私はこの旅に，日本の生徒から預
かったたくさんの文房具とメッセー
ジカードを持って来ていた。ムサに
頼んで紹介してもらったキジムカジ

小学校（写真右）を訪れると，そこで
は数え切れないほどの子どもたち
が，遠い国からやって来た私を出迎
えてくれた。教室に入ってあいさつ
をしたあと，子どもたち一人ひとり
に片言のスワヒリ語で話しかけ，文
房具を渡していった。私がペンを渡
したときの，あの輝く笑顔は一体ど
こから来るのだろう。デジタルカメ
ラで撮ったばかりの写真を見せたと
きの，あのつぶらな瞳と笑顔。重い
荷物をここまで運んで来て本当によ
かったと思えた瞬間だった。

紺野正典　Konno Masanori　（東京都足立区立第六中学校）

Jambo!  素敵な笑顔をありがとう！表紙写真
について

（※マドラスはポルトガル語由来）
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メガスターⅡ

私がプラネタリウム作りを始めたのは，小学校４

年生くらいだったでしょうか。単純な好奇心で，夜

光塗料を紙に塗って壁に貼ってみたら夜空のように

見えるのではないか，という発想が原動力でした。

実際にやってみて，想像以上にきれいな星空が現れ

たのを見て感激し，製作にのめり込むようになりま

した。しかし，夜光塗料の星は壁に固定されていて

動くことがありません。動く星空を作りたくなり，

本の付録をもとにピンホール式プラネタリウムを作

り始めた頃は，すでにプラネタリウムのとりこに

なっていたと思います。ほかにも写真の焼付けや天

体望遠鏡の製作，天体観測や撮影，鉱物採集，そし

てロケットの製作や組み立てにいたるまで，いろい

ろな分野に興味を持ち，自ら取り組んできましたが，

高校時代ぐらいから次第にプラネタリウムに収
しゅうれん

斂す

るようになっていきました。

数ある興味の対象の中で，プラネタリウムが私に

とって特別だった理由のひとつは，プラネタリウム

が幅広い分野の知識や技術の集大成で成り立つもの

だったからです。いわば，ほかの分野で学んだり体

験したことを活かせるのです。たとえば写真の焼付

けで学んだ知識が，星の原板を作る技術に結びつき，

ロケットの製作で学んだ技術が，プラネタリウムの

小型軽量化の技術につながりました。そして，理由

のもうひとつは，プラネタリウムが人に見てもらい，

感動を与えられるものだったからだと思います。自

分で作り上げた星空が，多くの人を包み込み，その

空間で同時に感動を共有できる。高校の学園祭では，

初めて教室に小型のドームを組み立て，一般のお客

さんに向けて公開し，自らマイクをもって解説にも

挑戦しました。それが自ら作り上げたものを，自ら

動かして表現するという喜びの原点になりました。

こうした魅力にとりつかれ，高校時代にはピン

ホール式の１号機，２号機を完成，大学では４年間

かけてアマチュア初のレンズ式プラネタリウム「ア

ストロライナー」を完成させました。これらは大学

卒業後，大幅に小型化し恒星数を一気に 100 万個

以上に引き上げた「メガスター」につながりました。

「メガスター」を見た人によく聞かれるのが，「よ

くここまであきらめないで作り上げましたね。あき

らめない秘訣は？」ということです。そのとき私は

「あきらめる必要のないような，実現可能な課題に

取り組んだだけです」と答えます。確かに何も経験

のないところから「メガスター」を作り上げようと

思ったら，途方もないことのように思えるかもしれ

ませんが，子どもの頃から自分の手の届く範囲で目

標を設定し，それが実現すると，そこまで学んだ知

識と経験を活かしてさらに次のステップに進む，そ

ういう小刻みなステップをのぼり続けてきただけな

のです。私は「どんな夢も叶う」などとは思いませ

ん。自分は何が得意なのか？　何が好きなのか？ 

おぼろげにでも自分の適性を

見極め，自分で定めた目標に

向けて，小さなステップでも

着実にのぼり続けることが，

夢を実現する秘訣ではないか

なと思います。

おおひら　たかゆき
1970 年神奈川県生まれ。（有）大平技研代表取締役，東京

大学特任教員，和歌山大学客員准教授。1998 年に個人で

完成させた「メガスター」では従来の約 100 倍の恒星を投影

することに成功した。400 万個以上の星を投影する「メガ

スターⅡ」は，『世界で最も先進的なプラネタリウム』として

ギネスワールドレコードに登録されている。
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大 平 貴 之 　 O h i r a  Ta k a y u k i

小 さ な ス テ ッ プ が
大 き な 夢 を 実 現 す る

巻 頭 エ ッ セ イ

TEN_Vol12ver2.indd   1 08.3.10   11:57:57 AM



特 集 ：座 談 会

02 TEACHING ENGLISH NOW VOL.12 SUMMER 2008

R
O

U
N

D
T

A
B

L
E

高橋　ご存じのように，新しい

学習指導要領の内容がほぼ明ら

かになってきており，英語が各

学年で週 4 時間体制になること

や，「基礎と発展」「ことばと体験」

「習得・活用・探求」などのキー

ワードが各方面で取りあげられ

ています。この座談会では，新

学習指導要領の内容も考慮に入

れながら，テーマである「教科書

本文」について考察を深めること

ができればと思います。

　考えてみれば，日本の英語教

育における「教科書本文」という

ものは，あまりに当たり前の存

在として常にそこにあったの

で，あまり問題意識を持ってそ

の存在自体を問い直すようなこ

とは，これまでなされなかった

のではないでしょうか。そのた

め，それを授業の中にどう取り

込み，どのように使うのかとい

う点に関しては，あまり明確な

指針がなく，ある意味では授業

者任せになっていたように思い

ます。今回は新学習指導要領が

発表されるタイミングでもある

ので，改めて「教科書本文」とい

うものについて問い直し，英語

教育にとって「本文とは何か」と

いう根本的な問いを柱として，

様々なご意見を伺いたいと思い

ます。

高橋　まずはじめに，授業の中

で本文がどのように扱われてい

るのか，その現状について，実

際に中学校の教壇に立つ先生方

からお伺いします。

伊地知　現在中学 3 年生を担

当しているので，使用されてい

る文法や内容はある程度高度な

ものになっています。私は通

常，文法を扱う部分と本文を扱

う部分を切り離して授業を組み

立てています。最初に文法の導

入をして，その文法を理解した

上で，今度はその知識を活用し

て本文の内容が理解できるかど

うかという段階に入ります。

　本文の内容理解をする上で，

まず必ず行うことは，オーラル・

イントロダクションです。その

あとに生徒たちに様々なタスク

を課し，内容を深く理解させま

す。そして，音読を繰り返し行

います。最終的に，本文をモデ

ルとして題材内容にからめた英

作文をさせ，そこで習ったばか

りの文法を使った自己表現活動

に広げるような活動をすること

もあります。そのほかにも，既

習の本文を使って帯活動として

ラスト・センテンス・ディクテー

ションをしたり，授業外の時間

を使って，音読のリーディング・

マラソンをしたりと，教科書の

本文は手を替え品を替え，繰り

返し活用しています。

高橋　本文に入るときに，導入

で工夫していることなどはあり

ますか。

伊地知　オーラル・イントロダ

クションで本文を導入する際に

は，題材に関する資料を集めた

り，関連するビデオを用意した

りするなど，生徒が題材内容に

入りやすいように工夫していま

す。どうしても資料が集まらな

かったり，納得いくピクチャー・

カードが手元になかったりする

ときには自分でオーラル・イン

新しい時代の教科書本文を模索する

伊 地 知 可 奈 根 岸 雅 史 室 井 美 稚 子 山 本 崇 雄 高 橋 貞 雄 《 司 会 》

IJICHI KANA NEGISHI MASASHI MUROI MICHIKO YAMAMOTO TAKAO TAKAHASHI SADAO
（玉川大学）（東京都立両国高等学校附属中学校）（清泉女学院大学）（東京外国語大学）（東京都練馬区立八坂中学校）

本文をどう使っているか

S P E C I A L
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新しい時代の教科書本文を模索する
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トロダクションに使用する絵を

描くこともしばしばありますね。

山本　私の場合，教科書本文を

使って，軸になる活動を 3 つ

設定しています。1 つはオーラ

ル・イントロダクション，もう

1 つは音読指導，最後はオーラ

ル・プレゼンテーションと呼ん

でいる，本文内容のリテリング

活動です。

　まずオーラル・イントロダク

ションですが，これはほとんど

の場合，生徒とのやり取りを含

んだインタラクションの形にな

ります。次に音読の指導です

が，正確な発音だけでなく，場

面に応じた音読も意識させま

す。目標を定め，それを音読テ

ストで評価します。最後のオー

ラル・プレゼンテーションです

が，ちょうど教師がオーラル・

イントロダクションをするよう

に，生徒がクラスの前に立ち，

ピクチャー・カードを使用しな

がら本文内容について発表する

活動です。このとき本文内容に

加えて，自分の考えを表現した

り聞き手に質問を投げかけたり

する部分を入れることで，表現

力だけでなく，本文の内容理解

がきちんと行われているかの確

認もできます。

　このほかの細かい活動として

は，語彙や文法の小テスト，ディ

クテーションなどもやっていま

すし，家庭での音読などもさせて

おり，これが最終的には暗唱する

ところまでつながっています。

高橋　内容を理解して終わりと

いうことではなく，本文について

の最終的な出口となるのは，オー

ラル・プレゼンテーションをした

り，暗唱をしたりという発表活動

になるということですね。

山本　その通りです。逆説的で

すが，「読めるけれども意味が

わかっていない」ということも

あり得ます。音読ができていた

り，日本語に訳すことができて

いたとしても，本当の意味が理

解できていないということで

す。オーラル・プレゼンテー

ションで人に説明するとなる

と，本当の意味が理解できてい

ることが必須となりますので，

ごまかしはききません。一目瞭

然です。

高橋　本当の意味が理解できる

ということが非常に重要になっ

てくると思いますが，そのため

の手だてとしてどんな工夫をさ

れていますか。

山本　文字以外の情報をしっか

りと使うことでしょうか。教科

書本文の優れている点は，場面

がしっかりしていることだと思

います。場面を表すイラストや

映像資料などをうまく使って，

意味を取る際の手助けとしてい

ます。

　ただし，最初からすべてを理

解しなければいけないとは思っ

ていません。はじめにすべてを

与えてしまうのではなく，はっ

きりしない部分を残しておいて

もいいのだと思っています。本

文に何度も関わりながら，語彙

や文法が身についたり，音声の

指導を受けたりする過程で，同

時進行で意味の理解が深まって

いくような形でいいのではない

でしょうか。

高橋　本文にかける時間はどの

くらいですか。

山本　だいたい授業の 3 分の 2

くらいは使っていると思います。

高橋　室井先生は中学校や高等

学校で教壇に立った経験をお持

ちですが。

室井　私が中学校の教壇に立っ

ていた頃は，今のような「本文

のイントロダクション」などは

あまり意識していなかったと思

います。その代わり，週 5 時

間体制のおかげもあり，題材に

関連していかに話を膨らませ，

内容のおもしろさをいかに伝え

るかに一生懸命であったように

思います。当時 NEW CROWN

を使っていたのですが，当時か

らアリスのシリーズが載ってい

て，作者や作品についての話を

したり，ハンプティ・ダンプティ

にちなんでゆで卵に絵を描いて

コンテストをしたり，ゆとりが

ありました。本文がすべてであ

り，本文のおもしろさを何とか

して伝えることが教師の使命だ

と思っていましたし，それが楽

しかったのを覚えています。た

だし，当時は英語によるイン

プットなどは考えていなかった

ので，すべて日本語で話してい

たのは今思えばもったいなかっ

たかもしれません。

　今では，音読の大切さを実感

しながら教えています。音読の

モデルを示すときには，生徒の

知りたいという気持ちを引き出

すために，内容に感心して「ほー」

「へぇ」などと言ってみせるだけ

でも違いが出ると思います。ま

た，生徒にとっては不慣れな言

高 橋 貞 雄 《 司 会 》

TAKAHASHI SADAO
（玉川大学）
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語である英語の音は，はじめは

できるだけゆっくり読んで聞か

せてあげないと，リピートする

のが不安であり，英語らしい発

音のまねをするのは気恥ずかし

いものでしょう。ですから私は，

はじめはゆっくりと，徐々に速

く，3 段階くらいのスピードで

ともに読むようにしています。

　音読のテストも実施していま

すが，年に 1 度でもテストが

あると，普段から音読をおろそ

かにしないという姿勢が生徒の

中にできるようです。音読する

ときにはセンス・グループを意

識させ，最終的には自分のこと

ばを発するように音声が出せれ

ば，読むことが話すことにつな

がっていくと思います。

高橋　本文はすべての中心であ

り，そこからいかに展開するか

が，英語教育そのものであると

いうような観点があったと思い

ます。先生方の話を伺って，い

わゆるリーディング・スキルを

はじめとする英語のスキルとい

う意識が出てきたのはいつ頃

だったかと考えさせられまし

た。今では，一方で本文の題材

内容そのものの価値があり，一

方で英語のスキルを高めるとい

うことがあります。その両方に

深く関わる本文ですが，その両

者のつながりにこそ，本文の現

代的な役割が見えてくるような

気がします。

本文にふさわしい英文とは

高橋　根岸先生は指導的な立場

から中学校現場をご覧になって

おり，また教科書のつくり手と

しても本文に関するお考えをお

持ちですので，その両面からお

話しいただけますでしょうか。

根岸　私は以前に勤務した県立

高校と高等専門学校（高専）で，

検定教科書を使って教えた経験

があります。一方，高専の 4

年次と 5 年次は短大相当とい

うことで，検定教科書ではなく，

当時浸透し始めていたコミュニ

カティブ・アプローチの理論に

もとづいた教材を使っていたの

ですが，本物の新聞やパンフ

レットなどが掲載されていて，

オーセンティックな読み物が豊

富でした。それらと比較してみ

ると，検定教科書に載っている

本文というものは，いったい何

なんだろうという思いを抱くよ

うになりました。本文とは，教

科書のためだけに誰かが書いた

文章であり，改めて見ると，教

科書以外の現実の世界にはない

種類の文章です。これはとて

も，何というか，おもしろくて

不思議な存在だなと。日本の英

語教育には欠かせない存在なの

ですが，読み手は学習者でしか

なく，学習者のために，英語を

勉強するために書かれた文章と

いうのは，実はかなり特殊なの

ではないかと。

　もうひとつは，初級者向けの

ケンブリッジ英検の作成に携

わっていたときに感じたことで

すが，初級であるにもかかわら

ず，新聞やチケットなどのオー

センティックな素材を使うよう

に指示されるのです。いわゆる

教科書本文のようなものは出て

こないのですね。それと時期を

同じくして，東京都中学校英語

教育研究会（都中英研）が作成し

ているコミュニケーションテス

トにも携わりました。会議で

リーディングの問題を持ち寄る

のですが，リーディングの素材

なのに会話文が多いんですね。

確かに教科書の本文には会話文

が多いので，先生方にはあまり

違和感がなかったようなのです

が，そもそもの私の疑問は「会

話文って，読むものだろうか」

ということなんです。これにつ

いては都中英研でも議論し，そ

れ以降は「読むべきものを読ま

せる」ようになりました。会話

文を日常的に読むことはあまり

ありませんので，リーディング

の素材には適さないという考え

方です。

　このようなコミュニカティ

ブ・テスティングの考え方に

立ってみたときに，会話文とは

いったい何者なのでしょうか。

授業ではどのように使われてい

るのでしょうか。読解の対象と

P R O F I L E

根岸雅史

東京外国語大学教授。専門は英語教育学・

言語テスト。現在，日本言語テスト学会・

英語運用能力評価協会の理事。著書に『コ

ミュニカティブ・テスティングへの挑戦』

（三省堂），『テストの作り方』（研究社出版）

ほか。
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室井　会話文に関しては，高校

の場合，オーラル・コミュニケー

ションの教科書と英語Ⅰや英語

Ⅱの教科書では事情がまったく

違います。後者には会話文がほ

とんどありません。そのような

教科書を使ってみて思ったので

すが，会話文には授業の中でそ

れなりの役割があるのですね。

本文をペアで音読させやすいの

で，場面設定にバリエーション

を与えたりなどしながら教科書

を楽しくペアワークに発展させ

ることができます。もちろん，

会話文があるからコミュニカ

ティブだと考えるのは安直すぎ

ると思いますが。

山本　私は先ほど申しましたよ

うに，オーラル・プレゼンテー

ション活動を軸のひとつとして

いますが，会話文の内容をプレ

ゼンテーションで伝えるとなる

と，やはりそのまま暗唱という

わけにはいかないので，当然内

容を言い換える，いわゆるリプ

ロダクションをすることになり

ます。会話文の情報をまとめな

おしてプレゼンテーションする

ということです。また，その中

に自己表現も入れるように指導

していますので，生徒が必要と

していれば，中学 1 年生でも現

在完了形を使わせるようなこと

もあります。そのような活動を

積 み 重 ね て い く う ち に，He 

said ...，I think ...，I agree 

with him. などの表現が自分の

ことばとして使えるようになり，

やがてスピーチやディスカッ

ション，ディベートなどをする

力になっていくと思います。簡

単に身につくものではありませ

んが，3 年間かけて型を教えて

いけば，自己表現力が鍛えられ

ます。教科書を読むことだけで

終わらせず，読んだ先に何があ

るのかということを示してあげ

ることが必要だと思います。

高橋　教科書本文をレセプティ

ブな扱いだけで終わらせるので

はなく，そのあとに行う自己表現

活動のための素材と位置づける

ということがよくわかりました。

することが妥当なのでしょう

か。様々な疑問が浮かんできま

す。これらの疑問は現在でも私

の頭の中にあります。

　このような本文の背景には，

本文を覚えれば英語力が伸びる

というようなロジックがあるの

ではないかと思うのですが，果

たしてそうなのでしょうか。確

かにそれで伸びる力があること

は事実でしょう。しかしモデル

文の暗唱が，自由な発話をする

能力につながるのでしょうか。

日本の英語教育では，「覚える」

と「使う」を比べたときに，「覚

える」部分に重きを置いて，「使

う」練習は学習者に任されてい

るように感じることがありま

す。本文を覚えることも大切で

しょうが，それだけでは英語を

「使う」という視点が弱くなるの

ではないかと思います。

高橋　本文とはいったい何者な

のか，特に会話文の本文はどう

いった存在なのか，という根源

的な問いですね。会話文の教科

書本文が増えていますが，これ

は音読したり暗唱したりすべき

ものなのか。あるいは，本文と

いう存在は本当に必要不可欠な

のだろうか。そういった点が気

になります。

P R O F I L E

山本崇雄

都立両国高等学校附属中学校教諭。英語

劇を頂点としたトップダウンの英語授業

を目指す。著書に『中学生の楽しい英語劇』

（秀文館・共著），「都立中高一貫教育校一

期生の進む道」『英語教育４月号（2007）』

（大修館書店）ほか。

本文を軸にした授業の組み立て

高橋　次に，授業の流れの中で

本文をいつ扱うのかということ

をお聞きします。先ほど授業時

間の 3 分の 2 程度は本文がらみ

の活動に費やしているという山

本先生のお話がありましたが，

他の先生方はいかがでしょうか。

どのような活動から入って，ど

のような順を追って授業を組み

立てていくのでしょうか。

伊地知　私も 3 分の 2 くらいの

時間は使っていると思います。

会話文か読み物かによって扱い

方は変えていますが，まずはオー

ラル・イントロダクションから

入って，内容に入っていくため

の様々な手がかりを与えます。

内容理解が済んだあとは，私も

自己表現まで持っていくように

しています。また，本文に直結

してはいませんが，チャット活
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動もさせています。この活動は，

だいたい 1 年生の後半くらいか

ら始めます。この中で，本文に

出てきた既習の会話表現や文法

などを自己表現につなげられた

のではないかと思います。

　本文には，自己表現のための

素材を提供するという役割もあ

りますが，私は内容面も重視し

ていると強く感じます。近年，

戦争や人権について子どもたち

に知らせたり考えさせたりする

機会は，少なくなってきている

のではないかと感じています。

そのようなことを英語の教科書

を通して学ぶことができるの

は，とても素晴らしいことだと

思います。教科書から英語だけ

ではなく，国際理解を踏まえた

歴史や文化を学習させることも

本文の大切な役割ではないかと

思っています。

高橋　本文には，言語材料など

の素材提供ということ以外に，

子どもたちを学びに向かわせる

という役割もあるというお話で

すね。

　山本先生も伊地知先生も本文

を重視して，それ相応の時間を割

いているということですが，中に

は言語の運用を重視した活動ば

かり行って，教科書はほとんど扱

わないという先生もいらっしゃ

るのではないでしょうか。

伊地知　私が初任の頃の話です

が，教科書を一切使わずに，自

分のプリントしか使わないとい

う先生もいらっしゃいました。

当時はそういうやり方もあるの

だと思っていました。

根岸　最近でもそういった授業

スタイルの先生はいらっしゃる

と思います。授業の終了間際

に，5 分くらいで本文をざっと

流すというようなやり方です

ね。生徒の立場に立ってみる

と，不安になるのではないかと

思いますが。

室井　そのような扱い方では，

本文の内容を広げたり深めたり

といった余裕は一切ないでしょ

うね。

高橋　室井先生の授業スタイル

では，どのくらいの時間を使っ

て，どういう順序で本文に向

かっていきますか。

室井　私は授業時間の 5 分の 4

くらいの時間を本文関係に使っ

ていると思いますので，その意

味で教科書本文にとても依拠し

ていると言えるかもしれませ

ん。本文には，書いた人の願い，

伝えたいことが詰まっていると

思います。スキルとしての英語

はもちろん大事で，それを軽視

するつもりはありませんが，ス

キルとメッセージは車の両輪の

ようにどちらも大切だと思いま

す。月日がたち，たとえ英語と

いうものを忘れてしまったとし

ても，その人の中に残っている

何かがあるということが，大事

なのではないでしょうか。

高橋　教育とは，知識を忘れた

あとに残るもの，ということば

を思い出しました。

　本文を扱う前後には，どのよ

うな活動をしていますか。

室井　導入には，時事的な話題

の中から本文の内容に関連した

ものを扱って，生徒の興味を高

めるようにしています。そんな

中から，生徒のクリティカルに

考える力を伸ばしていければと

思います。一方，先生方のお話

を伺って，私の授業には出口の

部分が足りないと反省しまし

た。プレゼンテーションにつな

げるなど，時間があれば取り組

みたいところです。テストでは

本文の内容に関連したことを書

かせたりしていますが，そこで

生徒の思いや個性が出るといい

と思っています。

P R O F I L E

伊地知可奈

東京都練馬区立八坂中学校教諭。東京都

中学校英語教育研究会調査部員として都

中英研コミュニケーションテスト作成に

携わっている。平成 16 年度東京都教育

研究員。平成 18 年度東京教師道場部員。

練馬区学力調査委員。

本文の役割とは

根岸　非常に興味深いのは，本

文の役割に，大きく分けて「内

容」に属する部分と「スキル」に

属する部分の 2 つがあるとい

う点ですね。本文は，内容や

メッセージを伝えるためにある

のか，それとも言語材料を教え

るためにあるのか。

　海外のコースブックや検定試

験などでは，そこに載っている

読み物は「スキル」のためのもの

なので，文章は置き換え可能で

S P E C I A L
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す。たとえば英字新聞の記事が

載っているとして，同じような

スキルを扱えるのであれば，次

の日の記事と置き換えたとして

も何の支障もありません。とこ

ろが日本の教科書ではそうはい

きません。「内容」こそが重視さ

れるので，文章を置き換えてし

まうことはできないのですね。

　実はこのことが，日本における

テストからいわゆる「総合問題」が

なかなかなくならないことに深

く結びついているのではないか

と思い当たりました。本文が置

き換え可能であれば，テストの際

には教科書本文とは別の文章を

持ってきてスキルの試験を行え

ばいいわけです。しかし，置き換

え可能でない場合には，別の話を

持ってきてテストをつくるわけ

にはいかないのです。内容的な

部分は，スキルのように本文から

切り離して扱うことができない

ので，いわば本文と一体であり，

不可分なのです。

　このように本文の役割には 2

つの面があり，それによってい

ろいろ縛られているところがあ

るように思えます。

室井　おっしゃる通りだと思い

ます。私はその 2 つの役割が

あることこそが教科書の素晴ら

し さ で も あ る と 思 い ま す。

TOEIC 対策などで高度にプラ

クティカルなものを読ませるこ

ともあるのですが，そこには生

徒の心に響いてくるような内容

はありません。リーディング・

スキルを伸ばすことは重要です

が，生徒の精神的な発達段階を

考えると，無味乾燥なものを読

むだけで勉強が終わってしまっ

ては寂しいと思います。両方を

求めつつプラクティカルな力を

伸ばすことも可能だと思います

し，それが教科書の役割なので

はないでしょうか。

根岸　その点には賛成です。英

語教育がそこまで引き受けるべ

きかどうかという議論はあると

思いますが，個人的にはスキル

もメッセージも，どちらも重要

であると思います。

　ひとつ気になるのは，メッセー

ジ性のようなものが全体にわ

たって必要なのか，いわゆる新

出の文法事項を導入するような

際にもメッセージ性が必要なの

かどうかという点です。たとえ

ば This is ～ . を初めて導入す

る際に，内容的なメッセージを

込めることが必要でしょうか。

室井　そうなると，味の濃い食

べ物みたいで，生徒にはしんど

いのかもしれませんね。そのよ

うな際には，文法事項を理解す

ることにフォーカスして，わか

りやすく料理してあげることを

優先し，メッセージ性は抑える

ような発想が必要なのかもしれ

ません。

高橋　教科書本文の 2 つの役

割が浮かび上がってきました。

Sk i l l -based  Language 

Teaching の立場と Content-

based Language Teaching

の立場，それぞれが重視する部

分であると思いますが，後半で

はその両方を重視する立場か

ら，本文に望むことを探ってい

きたいと思います。

リーディング・スキルを伸ばすには

高橋　4 技能を考えたとき，本

文は「読むこと」に最も関係が深

いですね。しかし，読むことの

「オーセンティシティー」という

ことが，これまであまり追求さ

れてこなかったのではないで

しょうか。つまり，教科書本文

の読みが，実生活で新聞や手紙

を読むということにどうつな

がっていくのかが，あまり見え

てこなかった。たとえば「会話

文を読む」ということが，どう

実生活につながるのかがわかり

にくいのですね。

　しかしこのことは，本文が複

合的な役割を担ってきたという

ことでもあると思います。新学

習指導要領でも，基礎的な知識・

技能の習得ということが謳われ

ていますが，教科書本文を使っ

ていかに基礎的な知識・技能を

身につけさせるかということも

重要です。これは読むことに限

らず，すべての技能における基

P R O F I L E

室井美稚子

清泉女学院大学教授。専門は異文化間理
解・英語教育学。中部地区英語教育学会
所属。「わかる楽しい授業」を目指して，
中学校・高校・高専に長年勤務。検定教
科書およびアジアの教科書を研究中。『新
しい英語の学び方・教え方』（ロングマン，
共訳）『WHAT’S UP ？』（桐原書店）ほか。
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礎基本ということになります。

伊地知　4 技能の力を培うに

は，教科書の本文はとても大切

だと思っています。本文をきち

んと読み砕いて，生徒自身がひ

とりで読めるようになり，声に

出して読めるようになり，最終

的には，その内容についての考

えや本文の表現を用い，自己表

現できるところにまでつなげて

いきたいと考えています。本文

の役割は，読むことにとどまら

ず，聞くこと，書くことや話す

ことにまで広がっていくものだ

と思います。

高橋　こうしてみると，いわゆ

る題材内容は別としても，教科

書本文には様相の異なる 2 つ

の役割があるように思います。

1 つは，すべての技能の根本と

なるような基礎基本を身につけ

るための素材の提供。もう 1

つは，純粋に読む材料として，

読む技能を高めるための素材と

しての役割です。どちらかとい

うと，後者の役割に関する意識

が，これまでの中学校の教科書

では希薄であったように思いま

すが，いかがでしょうか。ある

まとまったパラグラフがあった

とき，どうやったらそれが読め

るようになるのか，いわゆる

リーディング・スキルのような

ものの指導には，本文は使われ

ているのでしょうか。

伊地知　明示的にリーディン

グ・スキルの指導をしているわ

けではありませんが，読むとき

にはタスクを与え，目的を持た

せるようにしています。本文を

扱うときには，最初にオーラル・

イントロダクションをしてから

サイレント・リーディングをさ

せるのですが，その際には必ず

ポイントとなる部分に関する

リーディング・タスクを与え，

答えを探しながら読ませるよう

にしています。

山本　私は特に読むことの指導

において，cri t ical thinking

の方法を身につけることが大切

だと思っていますが，教科書本

文にはやや物足りなさを感じて

います。それに比べると絵本の

持つ魅力は大きく，生徒は，絵

本を与えれば，1 時間でも黙々

と読みふけります。教科書では

なかなかそうはいきません。先

を読みたいという気持ちをつく

り出すしかけに違いがあるので

しょう。たとえば『おさるの

ジョージ』であれば，彼のどん

なところが curious なのかと

いう部分が軸になって，それを

立証する出来事が展開していき

ます。読みながらしっかりした

論拠を拾っていき，クリティカ

ルな読みができるようになって

いきます。それが自己表現をす

るときにも活きてきます。教科

書にもそのようなしかけがある

と嬉しいのですが。

高橋　読むこと以外の技能に関

して，英語の基礎基本を身につ

けるという点においては，本文

の役割をどう捉えていますか。

山本　非常に重要だと思いま

す。教科書は誰もが持っている

唯一の教材です。授業を何回か

欠席してしまった生徒でも，教

科書を使って家で学習すればカ

バーできるような，そんなもの

になればいいと思っています。

高橋　室井先生は，先ほど本文

のメッセージ性が非常に重要だ

というお話でしたが，一方で生

徒の英語の基礎力を育てるとい

う点については，本文の役割を

どのようにお考えですか。

室井　私は，たとえば英語を習っ

たときに，文法が内在化され自

動化され，英語のスキルが自分

のものとなっていくことはとて

も重要だと思います。内容ばか

り追い求めてもだめで，英語が

わかるようになる喜び，達成感，

self-esteem の高まりも大切に

したい。先ほども申しましたが，

教科書は内容かスキルのどちら

かを求めればよいものではなく，

内容とスキルの融合を目指すも

のではないでしょうか。

　リーディング・スキルについ

ては，大仰に構えず，書いた人

が一番言いたいことはどこにあ

るかを探させたり，“but”のあ

とには本当に言いたいことがく

るよとか，そういった読み方を

身につけられるように意識して

います。読み方が身についてく

ると，自分が書くときにも応用

できるようになりますので，そ

P R O F I L E

高橋貞雄

玉川大学教授。専門は応用言語学・英語
教育学。言語習得論，教授方法論，外国
語教材論などに特に力を入れている。現
在，大学英語教育学会（JACET）の理事
としても活躍中。著書に『ロングマン応
用言語学用語辞典』（南雲堂），『外国語の
教え方』（玉川大学出版部）ほか。
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　 特 集  座談会
新しい時代の教科書本文を模索する
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ういう発信の部分も目指したい

ところです。

暗唱の先にあるもの

高橋　中学校の教科書は，いわ

ゆる multi-layered syllabus

ということで，様々な観点が盛

り込まれていますね。したがっ

て，本文の中にも様々なものが

盛り込まれることになるわけで

す。新出文法事項や新出語彙な

どの言語材料も呈示しなければ

ならないし，環境問題や人権な

ど，生徒に考えさせるための内

容を持っていなければならない

し，また実生活での「読む」とい

う行為につながるような体験を

させるために，いろいろな形式

の読み物に触れさせることもし

なければならない。実に多様な

役割を，本文は担っています。

根岸　新出文法事項の導入に適

している本文と，メッセージを

伝えるための reading passage

として優れている本文とは，本

来異なってしかるべきだと思い

ますが，今はそれらがすべて同

じ本文の中に混在しているよう

に思います。

　話は変わりますが，会話文を

本文とした場合，たとえば間の

取り方や視線の移し方など，本

来会話にとって重要なはずの周

辺情報が文字には表れずに捨象

されてしまうという問題があり

ます。会話文を指導するときに

は，これらを補ってあげる必要

があるのですが，うっかりする

と見落としてしまうことにな

り，注意が必要です。

　指導についてもうひとつ思う

のは，本文は暗唱できるまで徹

底的に身につけさせるというこ

とが非常に重視されているとい

うことです。これは果たして妥

当なのでしょうか。本文は高度

に限定された文脈の中での例で

あり，数多く覚えたところでそ

れをぴったりそのまま使えるよ

うな状況に出会うことはほとん

どありません。暗唱ばかりに時

間を費やして，実際に使ってみ

る練習をしないのは，いわば素

振りばかりをして試合形式の練

習をしないようなもので，一番

大切なトレーニングが欠けてい

るように思います。このような

指導のやり方と，本文の担って

きた中心的なステイタスとは，

実は深く関わっているように思

います。

室井　本文を暗記することが最

良と信じてやってきたけれど

も，実はそれだけでは英語がで

きるようにはならないことがわ

かってきた。それが批判もされ

ている。しかし我々は，それに

代わる方法が見つけられていな

いので，相変わらず古いやり方

に頼り続けている，ということ

でしょうか。しかもそこに，本

文の内容的価値まで入れようと

している，という。

根岸　概ねそういうことです

が，ひとつだけ違うと思うのは，

まだ多くの人たちは，暗記によ

る学習がだめだったとは思って

いないのではないかということ

です。多くを暗記してそれを自

動化できれば，いつか自分の口

から自分のオリジナルのメッ

セージが出てくるのだと信じて

いるようなところがあるのでは

ないでしょうか。

高橋　暗唱ばかりを追い求め，

あたかも暗唱こそが最終目標で

あるかのようなやり方に対する

疑 問 の 投 げ か け で す ね。

audio-lingual の時代には，よ

く文レベルの暗唱をやりまし

た。暗唱することがいつか自己

表現につながるのではないかと

いう思いがあるわけですが，そ

れは型の練習にすぎないのでは

ないか，型をいくら覚えても，

それを自分のものとして応用で

きるような練習をしなければ表

現にはつながらないのではない

か，という観点だと思います。

基礎基本か，題材か

高橋　本文の役割をもう一度整

理しましょう。一方には，読む

ための素材としての本文があり，

ここには多様な形式と内容的価

値が絡んでやや複雑です。もう

一方には，いわば language text

としての本文があり，そこには

学習すべき文法事項や語彙・表

現などが盛り込まれています。
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これらをうまく活用すると英語

が使えるようになる。その材料

を提供するための本文ですから，

ここにはあまり感動などを求め

なくてもいいのではないか，言

語の力さえ伸びればいいのでは

ないか，という考え方です。根

岸先生のおっしゃる「置き換えの

きく」文章ということにもなるで

しょう。あるいは生徒の表現レ

ベルに合った，自己表現のモデ

ルとしての文章ということにも

なるでしょう。あまり高度な文

章だと生徒には使いこなせない

わけですから，話題などにも配

慮が必要です。

伊地知　先生方のお話を聞いて

いると，あらためて，教科書の

本文はすごいな，様々な要求を

満たせるように，手塩にかけて

つくられたんだと思いますね。

高橋　ある意味では，役割が詰

まりすぎているという感じもし

ます。

伊地知　置き換え可能な文章と

しての本文という考え方もあり

ます。生徒は内容と表現を結び

つけて覚えていることが多いの

で，印象に残らないような内容

では，表現も身についていかな

いのでは，と思うこともありま

すが，どうでしょうか。

高橋　内容面でのとっかかりが

あれば，文脈に依拠した形で表現

が定着するということですね。

山本　以前に副教材として使用

したものに，英文は豊富だけれ

ども内容がつまらないというも

のがありました。生徒の自己表

現に適したモデルは豊富なので

すが，実際に自己表現活動をさ

せてみると，おもしろみがなく

て生徒の充実感が得られません

でした。確かに内容が充実して

いればいるほど苦労は多いので

すが，苦労してでも自分で発し

たいと思った英語は定着率がよ

く，卒業しても生徒の記憶に

残っているものです。簡単に自

分のことに置き換えられたり，

日常場面ですぐに使えるような

ことが定着につながるわけでは

ありません。もちろんそのよう

な練習も必要ですが，それは教

科書に求めるのではなく，副教

材を使うなどして教員が補えば

いいことだと思います。

高橋　基礎的な練習も必要であ

り，一方で生徒の感性に訴える

内容も必要である，ということ

ですね。その両方が英語力につ

ながっていくという。

　読み物としての内容の重要性

という点については，室井先生

もおっしゃっていましたが。

室井　大学生を相手に，心に

残っている英語教科書の内容に

ついてアンケートを行ったら，

複数名からNEW CROWN 3

に掲載の“A Vulture and a 

Child”があがりました。世界の

現実について考えるきっかけに

なったという感想もありまし

た。教材の持つ力と，若い心の

やさしさに感動したのを覚えて

います。教師は週に十数時間も

同じ教材を扱い，準備時間にも

そのことを考えているので，深

刻な内容を扱うことがしんどく

感じられるものです。しかし，

生徒にとっては，週に 3 回く

らいはしっかりした内容の文章

と向き合う時間があってもいい

のではないかと思います。

　一方の英語の基礎力の部分で

すが，なんとかして内容のよさ

と両立させたいところです。た

とえば最上級の練習をさせると

きに，“... is the most important.”

のような空所を補充させると，

money などと書く生徒は少な

く，peace などと書いてくれる

ものです。そんな形で英語力と

内容が融合できることを求めて

いきたいですね。おそらく相当

高度な要求を教科書に課してい

ることになるのでしょうが。な

おかつ，出だしから内容面での

負荷を高くするのではなく，わ

かりやすい入り口を用意して，

徐々に内容面を深め，最終的に

自分の言いたいことが生まれて

くるような設計だと素晴らしい

と思います。

高橋　最初は負荷がかからない

ように，ということですね。い

きなり真剣勝負に放り込むので

はなく，身近な用例から導入し

てあげるということでしょう

か。その発想は大切だと思いま

す。本文にあまりに思いが詰

まっていて，難しくなってし

まっているという状況があるな

らば，本文の役割から再考して

みる必要があるのではないかと

いうことです。

根岸　新出項目を学ぶときの内

容面の負荷の話としては，先ほ

どの Vulture に好例がありま

す。新出項目は want が目的語

と to 不定詞を従える文型です

が， 本 文 の 該 当 箇 所 は He 

wanted the world to see the 
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problems of Sudan. です。か

なりメッセージ性が高いです

ね。一方，基本文としてあげら

れているのは Tom wanted me 

to take pictures. です。こちら

のほうが生徒の言語的な身の丈

には適しているのではないかと

思います。

　私の中でまだ答えが出ていな

いのですが，印象に残るという

ことと習得の間には，どのくら

いの関連があるのでしょうか。

エピソードが記憶に残ってはい

るけれど，そこで身につけるべ

き事項を使って文をつくること

はできない，つまり習得できて

いないというようなこともある

のではないかなと。メッセージ

性の強い内容は記憶に残ります

が，それと習得とは別のことと

して考えたほうがよいのかもし

れません。一方で，インパクト

の強い文と出会えばそれが身に

なり，習得につながるというこ

とも否定はできないので，まだ

悩んでいるところです。

高橋　泳ぎ方を教えるとき，昔

は水の中に放り込んだものです

が，今は違いますね。段階を

追って技術を教え，到達目標を

つくり，学び方のプロセスを示

す時代です。そのような時代

に，これまでのようにいきなり

真剣勝負の本文でよいのだろう

かという疑問は，共有できてい

ると思います。

教科書本文に望むこと

高橋　最後に，様々なジャンル

の読み物に触れる体験を与える

ために，中学校の教科書本文に

期待するところがあればお伺い

します。

伊地知　私は都中英研のコミュ

ニケーションテスト作成に関わ

らせていただいているのです

が，コミュニカティブという点

から，読ませるときにも実際に

あり得る場面を想定することが

大切だと感じるようになりまし

た。手紙を読むにしても，新聞

を読むにしても，生徒が今後実

生活の中で英語に触れたとき

に，そういえば教科書の中でも

こういうものを読んだなと実感

できるような体験をさせたいで

すね。そのためには，深く読ま

せる内容のものとともに，ある

程度オーセンティックな内容も

あったほうがいいと思います。

山本　読むという営みを考えた

ときに，必ずそこには何のため

に読むのかという目的がありま

すね。新しい情報を得るため

だったり，純粋に楽しむため

だったり，あるいは強いメッ

セージ性のあるものを読んで見

識を高めたり，感動したり。い

ろいろあると思います。教科書

の中で，そのバランスが取れて

いるといいと思います。

高橋　一口に本文といっても，

読む目的を明確にして，それに

応じた本文をつくっていく必要

があるということですね。

根岸　リーディングの問題を作

成するときでも，誰が，どんな

場所で，どんな目的で読むのか

ということを考えていくと，実

生活で出会うような自然な文章

に近づいていきます。そういっ

た教材をつくるには，つくり手

が豊富な経験を持ちつつ，生徒

にとってはどのような体験が現

実的なのか，生徒は実生活の中

でどんな物を読んでいるのかと

いうことに敏感になっている必

要があると思います。生徒が実

生活で英語を読むことはまだ少

ないでしょうが，日本語で読ん

でいるジャンルの読み物を把握

した上でその英語版を見せてあ

げれば，生徒の目が実際の英語

に向かっていきやすいでしょ

う。現状では教科書の本文とい

う存在が，教科書の外にある実

際の世界とつながっていないた

め，教科書内だけで学習が完結

してしまい，実生活に結びつい

ていかないということがあるの

ではないでしょうか。レシピが

あったり，時刻表があったり，

実際に読む物に応じたような多

様性が教科書の中に入ってくれ

ば，生徒が教科書以外でも英語

を読み始めるきっかけになるか

もしれません。

高橋　本文が何のためにあるの

かという問いは，これまで正面

から取り組んだことがあまりな

かったと思います。容易に結論

がでるような問いではありませ

んが，今日は多くの示唆をいた

だきました。これからも引き続

いて，本文とは何か，どうある

べきかを，子どもたちの視点を

忘れずに考えていきたいと思い

ます。本日はありがとうござい

ました。（2008 年 1 月）
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1 「自分の考えを述べることのできる生徒」の育成

今はどういう時か，考えてみよう。新学習指導要

領案が発表され，これからの約 10 年にわたって私

たちの行う英語の授業の方向を示し続ける。そして

規制し続ける。そういう時である。

この案の中で，中学校で目を引くのは，英語の授

業時数が，週 3 から週 4 に変わることである。高

校では，現行の科目名に代わって，「コミュニケー

ション英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」や「英語表現」などの登場と

なるであろう。それらの改変を通じてどういう方向

が出てくるのか。

英語の授業に，発信型の力を伸ばす方向が一層求

められるのは間違いない。発信型の方向とか，実践

的コミュニケーション能力の育成とか，ずっと聞か

されてきているが，その具体的な中心の 1 つは，「自

分の考えなどを述べることのできる生徒の育成」で

ある。

発信力を伸ばす　実践的コミュニケーション能力

自分の考えなどを述べることのできる生徒の育成

2　最近の経験

（例 1）高校の授業

拝見した授業では，生徒の声も高校生としては珍

しくよく出ている。pair work も大きな声で行って

いた。活発な授業である。それなりの優れた授業と

いうことができる。授業が終わってから私は，

「教科書のエクササイズの中に，自分の感じ方を

述べる発問が準備されていましたが，あの部分を省

略されたようですがどうしてでしょうか」

と問いかけた。その先生は「まず基礎ができてから，

そういう種類の課題に取り組ませようと思っていま

す」というものであった。

（例 2）ある研究発表 1

ある高校の先生の研究発表を聞いた。研究発表を

引き受けたくらいであるからかなり自信を持たれて

いる様子の発表であった。そういえば，その先生の

お名前は，研究会の要綱で何度か拝見したことがあ

る。私にとっては，その先生の研究発表を聞くのは

初めてである。私は「生徒が自分の考え方を述べる

ようになる手立て」をその先生がどのように立てて

おられるのか，そのこと 1 点に絞って聞いていた。

しかしそこに行くとやや曖昧に「基礎をやってから

そっちの方向に行こうと考えています」と述べて終

わられた。

（例 3）ある研究発表 2

優れた研究発表であった。学生のレベルはかなり

低い。それにどう対応するのか。そのための実践を

紹介された。授業構成もしっかりしている。研究発

表のあとフロアから質問が出た。

「自己表現力などはどのように伸ばされますか」

発表者は「a や the の使い分けもできていない学

生ですから，自己表現力といっても，無理だと思い

ます。やはりもう少し基礎を積みあげてからのこと

になると思います」と述べられた。会場の先生方の

間には「それはそうだろう」という感じがあってなん

となく納得したようであった。しかしその日に呼ば

れていた講演者は，心理学専攻の方であるが，その

後の講演の中で，この考え方にやんわりと疑問を呈

された。私はさすがに鋭いと思った。ただ研究発表

したご本人にその意味が伝わったかどうか。

3　問題点は何か

（例 1）についても（例 2）についても，私が口先ま

で出かかっていた言葉は，

12 TEACHING ENGLISH NOW VOL.12 SUMMER 2008

英語教師のための

基礎
講座 斎藤栄二　 S a i t o  E i j i

（京都外国語大学）

これからの10年間に備えよ
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「それでは先生，先生のいう基礎というのは，い

つできあがるのですか？」

という言葉である。今まで多くの実践を拝見してき

たが，「基礎学力ができました。それではこれから

自分の考えなどを述べる生徒を育てるための授業に

入ります」などと段階を踏まえた意識を持たれた先

生には 1 人として出会ったこともない。多くの先

生が述べられる「基礎学力をつけることができた時」

というのは永遠にやってこないのである。そうであ

る限り，先生方は今いちばん要求されている「自分

の考えなどを述べる生徒を育てる」授業の方向に目

を向けず，また多くの力がその方向に注がれないこ

とになる。厳しい言い方をさせてもらうと，「基礎学

力ができてから」というのは一種の逃げではないか。

a と the の使い分けについては，上越教育大の平

野絹枝先生の研究とその発表を思い出す。中学 2

年生の段階における冠詞の使い方の誤りは約 20％

と出たそうだ。そこで大学生の場合にも調査したと

ころ，やはり冠詞の誤りは 20％前後だったそうだ。

だとすれば「冠詞の使い分けができるのを待つ」とい

うのは，いくら待ってもそういう時期はやってこな

いということになる。この私の指摘はやや突飛かも

しれない。しかし［基礎学力をつける］→（そのあと

で）→［自己表現力をつける］という種類の考え方を

ここで砕いておかなければならない。それがこの稿

の目的である。そうでなければこれから 10 年の新

しい学習指導要領の方向に沿った授業の展開は功を

奏さないであろう。

4　これからの方向

子供の言語習得を考えてみよう。子供は a や the

の使い分けができてから自分の考えを述べ出すなど

ということはない。a や the の使い分けも自己表現

の力も同時進行的に起こるのである。図示すれば

（1）ではなく（2）である。

（1） 基礎ができる 

 　（次の段階として）　　 自己表現力を育てる

（2） 基礎学力をつける

 自己表現力の育成　　　
［同時進行］

（1）は段階的であり（2）は共起的である。（1）から（2）へ

持っていくためには，かなりの指導力が要求される。

基礎学力をつける方法の 1 つとして文型練習が

ある。簡単な例を挙げると What is this? It is (an 

apple). のようなやりとりで（　　）の中の果物をい

ろいろと替えて練習していく。この文型練習と，自

分の考えを述べる練習とを比較してみよう。次の表

をご覧いただきたい。

文型練習
自分の考えを
述べる練習

言いたいこと ×
文型例 ○ ×
意味 ○ ×
相手の反応 ○ ×

○は最初から与えられていること，×は与えられ

ていないことを示す。したがって×のところは自分

で考えなければならない。文型練習では What is 

this? I t  is (an apple). と文型例は与えられて

いるから○，文型例が与えられていれば当然意味も

ついてくるから○，そして相手の反応も分かってい

るから○である。しかし自分の考えを述べる場合は，

まず「何を言いたいか」を考えなければならない。そ

の次はその言いたいことを表す英語の文を，自分の

手持ちの中から探さねばならない。それを相手に発

話したとして，相手がどう反応してくるかも予想で

きない。したがってすべてにわたって×なのである。

（1）と（2）の間にはこれだけの開きがある。

しかしこの（1）と（2）の間に存在する川を渡ってほ

しい。そういう実践を展開してほしい。シーザーが

元老院の命令を無視してルビコン川※を渡ったよう

に，従来の考え方を離れて新しい向こう岸に足を踏

み入れてほしい。私もささやかながら皆さんと力を

合わせたい。その行き先にこれから 10 年間の英語の

授業の展望を私は見たいと願っているのである。

TEACHING ENGLISH NOW VOL.12 SUMMER 2008 1�

※ ルビコン川は古代ローマにおいて，イタリアとその北の属

州ガリアとの境界。軍団を連れてここを渡ることは反逆と

みなされ，禁止されていた。シーザー（カエサル）はルビコ

ン川を渡る時に「賽
さい

（サイコロ）は投げられた」と言った。後

戻りをしない重大な決断を意味した。
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今回は，リーディング・テストのつくり方を扱う。

リーディングのテストは，中学校でも定期試験など

でよく作成されるが，いくつかの問題点も散見され

る。以下に，リーディング・テストを作成する際に

必要な心得をまとめてみる。

1．テキスト（文章）はどうするか

定期試験におけるリーディング・テストでは，教

科書の「本文」を使う。このごく当たり前のことをも

う一度見直してみようと思う。教科書の「本文」とい

うことは，授業で生徒の誰もが読んでいるというこ

とである。多くの場合，たとえ英語は覚えていな

かったとしても，内容は覚えている。このようなテ

キストを用いてのリーディング・テストは，本当に

生徒の読解力を見ているとはいいがたい。

だとすると，リーディングのテストで読解力を見

るというごく当たり前のことを定期試験で実践する

には，すでに習ったテキストを用いることは避けな

ければならないだろう。では，どのようなテキスト

を用いるかとなれば，習っていないテキストという

ことになる。具体的な方法としては，教科書のテキ

ストとパラレルなテキストを作成する方法が考えら

れる。「パラレルなテキスト」とは，文章の構成など

は同じだが，単語が異なっているテキストである。

この方法は，学年が上がって，テキストの内容が

トピックを深く掘り下げたようなものになってくる

と，あまり応用が利かなくなる。「パラレルなテキ

スト」の作成が困難な場合は，他社の教科書の同様

のポイントを含んだ箇所を参考にしてもいいだろ

う。ただしこの場合は，未習の単語や文法事項がな

いかどうかチェックし，未習のものは注をつけたり

リーディング・テスト
作成の心得
根 岸 雅 史 　 N e g i s h i  M a s a s h i

（ 東 京 外 国 語 大 学 ）

書き換えたりなどする必要がある。

定期試験では，実は意外なほど内容理解問題の出

題が少ないのだが，これは既習のテキストをテスト

に使用しているためであろう。テキストがあり，そ

れにいくつもの問題がぶら下がっているために，一

見すると読解問題に見えるかもしれないが，よく見

るとテキストの内容理解を問う問題が含まれていな

いことも少なくない。これはいわゆる「総合問題」で

ある。注意をしなければならない。

2．「会話」は読むものか

中学校の定期試験や高校入試問題を見ると，「会

話文」の読解問題が出題されていることがよくある。

当初は，リーディングの問題なのになぜ「会話文」を

読ませるのか私にはよく理解できなかったが，いろ

いろ調べてみると，教科書の「本文」には「会話文」が

あり，これをもとにテストをつくるので「会話文の

読解問題」となってしまうということがわかった（高

校入試問題はこの延長で出題されていると思われ

る）。現行の教科書の「本文」を見ると，実にたくさ

んの会話文があることに気づく。しかしながら，現

実の生活の中で「会話文」を読むことは多くないだろ

う。確かにインタビュー記事や劇の台本などでは

「会話文」を読むことになる。ただ，これらを読む可

能性は，他のタイプの文章を読む可能性に比べれば

はるかに少ないだろうし，教科書に載っているよう

な「会話文」は，インタビュー記事や劇の台本などと

はまるで異なるものである。

リーディング・テストの作成にあたっては，生徒

が実生活で読みそうなテキスト・タイプから文章を

選ぶべきであろう。そうすることで，オーセン

ティックなタスクがつくりやすくなる。「会話文」と
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いうテキスト・タイプを読むことが現実の生活では

起こりにくいとすると，それに伴う現実的なタスク

を考えることは難しい。

3．どのような「質」の理解を問うか

読解問題をつくるにあたり，どのような「質」の理

解を問うているかに関して，あまり意識が向いてい

ないことが多いのではないか。とにかく文章を持っ

てきて，そこから問えることを場当たり的に次々作

問していく，という具合である。この場合，どのよ

うな「質」の理解を問うかは，その文章によって大き

く左右されてしまう。

読解問題が問うている理解の「質」としては，いく

つかのものが考えられる。よく用いられるメタ

ファーとしては，read the line / read between 

the lines / read beyond the lines というような分

類がある。具体例を見てみよう。以下は，NEW 

CROWN 3 ( 平成 18 年度版 ) Lesson 7 ‘A Vulture 

and a Child’から取った文章である。

Sudan is a large country in northeast Africa.  

It is a country with great promise.  But it also 

has great problems.

 In 1993 the people of Sudan suffered from 

war and hunger.  Few people knew about this.  

Kevin Carter went there to work as a 

photographer.  He wanted the world to see the 

problems of Sudan.

One day Carter saw a child.  She was lying 

on the ground.  He knew why the child was 

there.  She was so hungry that she could not 

move.  Suddenly a vulture appeared.  He took 

this photo.

The photo appeared in newspapers all over 

the world.  It made him famous.  He won a 

Pulitzer Prize for it.

このような文章の読解問題で，たとえば Where 

is Sudan? というような問題を出したとしよう。こ

の問題には，冒頭の Sudan is a large country in 

northeast Africa. という 1 文を読めば解答できて

しまう。このような問題を read the line タイプの

問題と呼ぶ。

これに対して，What made Carter famous? とい

う質問に対しては，The photo appeared in 

newspapers all over the world.  It made him 

famous. という部分を読んで，it が the photo を指

していることを理解して解答しなければならない。

このような問題を read between the lines タイプの

問題という。通常，read between the lines という

のは「行間を読む」ということで，書かれていない内

容を推測することをいうが，この分類では，複数の

文にわたる理解を問うような問題のことをいう。

また，Why did Carter take this photo? という

ような問題を出したとすると，これに対する答えは

直接的に書かれているわけではないので，文章全体

を読んだ上で推測して解答する必要がある。このよ

うなタイプの問題を read beyond the lines タイプ

の問題という。

自分のつくった読解問題がどのような「質」の理解

を問うているかを知るには，上で見たように，その

問題に解答するために文章のどの部分を読み，それ

をどのように理解できるとその問題に正解するのか

を自分でモニターしてみるといい。読解問題では

往々にして，表面的な読みを問う問題（read the 

line タイプ）が多くなる。まず，そのリーディング・

テストの目的を確認し，その目的に合ったタイプの

出題を心がけるべきである。

4．問題同士の依存がないか

中学生を対象としたリーディング・テストでは，

文章が比較的短い。それと同時に，その短い文章に

複数の問題が「ぶら下がっている」ことが多い。その

ために，1 つの問題が別の問題の答えを示してし

まっていることがある。これを「問題同士が依存し

ている」というが，こうした設問づくりは避けなけ

れ ば な ら な い。 た と え ば Did Yumi go to 

Okinawa? という問題があり，その後で What did 

Yumi buy in Okinawa? という問題があると，後者

の問題から，ユミが沖縄に行ったことは自明であろ

う。このような依存を避けて，1 つの文章に 1 つの

問題しかぶら下げないというやり方も検討してみて

もよいだろう。
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1．「静」と「動」

私の実践の中で，書く活動は大きく 2 つに分け

ることができます。1 つは「静」で，もう 1 つは「動」

です。「静」の writing というのは，文字通り，黙っ

て静かに書くというものです。前回の授業レポート

で取りあげた体育大会の感想を書くというのは，

「静」の writing にあたります。心の高ぶりはあるも

のの，ざわざわした雰囲気ではなく，黙って静かに

自分の思いを文字にしていくという活動です。もう

1 つの「動」の writing というのは，speaking につ

ながる writing です。簡単なスピーチを目標にし，

ゴールを自分でイメージしながら，作業を進めてい

くものです。この場合は，書きながら，英文を声に

出して読んでいきます。書く活動を通して，話す練

習をしていくわけです。1 文書いたら，1 文読みあ

げる。2 文，3 文と足していくごとに，もう一度，

最初から読みあげて，文のつながりを見ていきます。

いわゆるスピーチの原稿づくりなのですが，この作

業は，生徒たちが，ワイワイと声を発しながら進め

ていきます。隣の生徒や，班の仲間が言った文を，

「ああ，その文いいねえ」などと言いながら，どんど

んまねし合ったりもします。こうすることで，仲間

同士の教え合いができます。

2．書く活動を行う前に

今回紹介するのは，3 年生の後期に学ぶ関係代名

詞を扱った実践です。関係代名詞は，現在の学習指

導要領上では理解の段階にとどめるという文法事項

です。ところが，この関係代名詞は実際にはよく使

われ，知っていると非常に便利な構文です。理解の

段階にとどめておくには，もったいない構文の１つ

で，私は授業の中で表現させることもしています。

ただ，表現させるためには定着させることが必要

です。この段階の活動としてお勧めするのは，関係

代名詞を使ったカルタです。uncle, aunt, monkey, 

horse, computer などといった人物や動物，もの

を表した単語カードを 20 枚ほど並べます。読みあ

げる文は，This is an animal which can run very 

fast and can be seen in Kasamatsu.（※岐阜には

笠松競馬場があります）とか，This is a person 

who is a sister of one’s mother or father. という

文です。動物のカードも人のカードも複数枚あるの

で，関係代名詞の先行詞まででカードを取ることは

できず，関係代名詞以降も集中して聞き取らなけれ

ばなりません。受験を控えた 3 年生の生徒たちが

精神的に疲れてきた頃に，この活動を取り入れると，

どんなクラスでも，どんな状態でも，元気になりま

す。関係代名詞を理解するというより，キーワード

を聞き取れば活動には参加できますから，どんな生

徒でも楽しめます。このように，関係代名詞を何度

も何度も耳から input していくと，生徒たちにとっ

て，This is a boy who ...., This is a dog which .... 

などという文は，苦痛ではなくなります。そうなっ

たときにうってつけの活動が，次に紹介する実践で

す。

3．This is a robot which ...

生徒たちは，現実の世界から離れ，想像すること

がとても好きです。今回は，生徒に次のような投げ

かけをします。

「あなたは，株式会社 YAMATSU の開発部の優秀

な社員です（ここで優秀という形容詞をつけること

が大事です。ちなみに YAMATSU とは，私の名前

からつけたものです）。YAMATSU の社長は，もち

ろん私です。今回の社長からの指令は，『世の中に

「書くこと」の指導［2］

山 下 敦 子 　 Ya m a s h i t a  A t s u k o 　（岐阜市立明郷中学校）

—  他技能へつながるwrit ing —  
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役立つ商品を開発しろ』です。さあ，どんな商品を

開発してくれるかな？」

開発商品のプレゼンテーションの手順

手順 1：  世の中に必要とされそうな商品をイメー

ジし，その商品の説明を考え，プレゼン

原稿を書く。[writing]

手順 2：  各支店の中でそれぞれがプレゼンテー

ションをしたあと，支店長が中心となっ

て 話 し 合 い， 支 店 代 表 を 決 め る。

[speaking]

  （ここでは，班ではなく支店，班長ではな

く支店長と言います。支店長と言われる

だけで，気分の乗る生徒もいます。）

手順 3：  各支店の代表作品をクラスで発表する。

また，他の支店の発表を聞く。[speaking, 

listening]

手順 4：  各支店の代表作品のプレゼン原稿を読み，

消費者としての意見を書く。[reading, 

writing]

  （発表を聞くときは，プレゼン原稿を見ず

に聞くだけに徹し，その後確認の意味で，

商品のプレゼン原稿を読むようにします。）

4．プレゼンに向けて（手順 1）

「あなたは，社内でも NO. 1 の新商品開発部員で

す。今回も，新しい商品をつくりました。社内での

プレゼンテーションが明日あります。頑張って，原

稿を仕上げてみましょう。」

このような指示を出し，次のようなワークシート

を用意して原稿を書かせます。

書き出すときは，イメージした商品を簡単に絵で

描くことから始めます。絵を描くと初めて ‘this’ と

いう言葉が生きてきます。最初に自分の開発した商

品名を言っても，最後に言っても，それは自由。と

にかくどう相手をひきつけるかが問題。大事なこと

は，その商品で何ができるかということ。どんなと

きに，どんな風に役立つのかということです。これ

も，いきなりでは書くことができませんが，最初に，

私が社長としてモデルを見せ，その説明を聞かせま

す。そうすることで，どんなふうに書いたらいいの

かがわかります。また，関係代名詞も自然に入って

きます。そこには，前述の関係代名詞のカルタを何

度か繰り返し行っているという事前の input がある

からです。

生徒が書いた文を２つ紹介します。

生徒の作文（添削前）

This is “Nounai Helper”.
This is a robot which can teach anything.
When we can’t study, this Nounai Helper will help 
you.
And it’s very small.
It is 0.1 meters tall, so when we have tests, we are 
taught by it.
But you can use this only three times.
So be careful.
I can’t put price tags, because there is a value 
which we can’t buy.
But if I put price, it is 300 yen.
Why don’t you buy a thing that money can’t buy?
We have only a few Nounai Helper.
So come soon.

This is great. This is a secret pen.
This is a pen which we can see in many places, 
but when we use it, it makes us surprised.
Do you know why? Because it is a special pen! 
This pen isn’t a normal pen.
I have done something interesting.
For example, when I am sleepy, the electric power 
makes us awake. So I can’t sleep.
I think that it is good for Jukensei.
You can see history’s nengo.
I can’t remember the nengo.
In such a time, it can write 1192 on the answer 
sheet. 1192 is the year when Kamakura era 
started.
So I can solve the problem.
But it has a big problem.
It can teach easy things.
For example, 1+1=2, oxygen is O2.
But this can’t answer to difficult questions. So this 
is not so useful for Jyukensei. But why don’t you 
buy it?

株式会社　YAMATSU
商品開発部　社員名：

A4 判で，20 行ほどの

罫線をいれておく。

ここには商品の
イメージを描か
せる。
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このような文を書くときには，黙って書くのでは

なく，隣の生徒や班の仲間と話しながら，ワークシー

トに英文を書いていきます。書いたら，書いた文を

自分で口に出して読んでみるように指示します。

また，わからない表現はあえて難しい英語に直し

ません。難しい英語を使ったとしても，のちにプレ

ゼンをしたときに，みんなにはわかってもらえませ

ん。あくまでも習った構文で，自分たちの力を超え

ない範囲内で，英語を書くことを目標とします。言

いたいことを 3 年生で学習した構文を利用してう

まく表現できている場合には，それを板書したりし

ながら，学級で広めていきます。

5．さあ，発表 （手順 2, 3）

さあ，原稿が完成しました。次は，支店（班）内で

のプレゼンテーションです。自分が描いたイメージ

の絵を見せながら，読みあげていきます。

このワークシートを使いながら，お互いに評価し

て，支店代表を決めます。このとき，発表の仕方を

ポイントにするのではなく，あくまでも書いた英文

の内容や量にこだわりたいものです。おもしろおか

しくアピールしたから代表になるということがない

ようにするため，単純に合計得点を出して決めるよ

うなことはせず，支店長を中心とした話し合いで選

んでもらいます。実際には，本社（学級）での発表を

控えますから，いい加減なものを選ぼうとはしませ

ん。支店代表が決まったら，本社で発表します。

6．さらに writing をもうひとつ（手順 4）

ここで，活動としては終わりそうなのですが，も

うひとひねりします。自分が気に入った商品につい

ての感想を英語で書くという活動を取り入れます。

発表を耳で聞いたあとに，そのプレゼン原稿をコ

ピーして配り，読ませます。自分が気に入った商品

のプレゼン原稿をもう一度改めて読み，『消費者の

声』として感想を書きます。ここでは感想を書くと

きの書き出しだけを指導します。

I am interested in .... 　I want to buy ....

I want the robot which is made by ....

これだけ与えれば，何がどういいのかを，原稿を

まねしたり，自分のつくった商品と比較したりしな

がら，書きすすめていくことができます。

生徒の作文（添削前）

7．活動を一連のものに

今回の実践での成果としては，writing で始めて

writing で終わるという活動なので，形となって残

り，生徒たちの理解度，定着率は speaking だけの

活動よりも高いものになったと思われます。定期テ

ストでも，この授業でつくった原稿をスピーチとし

て出したのですが，多くの生徒が自分や仲間のつ

くったスピーチを覚えていました。学習活動そのも

のを一連のものとしたり，学習活動（領域）のバラン

スを考えたりしたことが，生徒の学習意欲の持続に

つながったとも思われます。何よりも，このような

活動をするたびに，生徒の思わぬ発想力に脱帽しま

す。

I want to buy Nonai Helper, because this is the 
robot which can teach anything. I like Nonai Helper 
better than anything else. If I buy this robot, it will 
help me and I can enjoy using it every day. I hope 
using this robot makes me happy.

I am interested in “Secret Pen”, because I have to 
study hard every day. But I can’t remember the 
nengo. And I can’t keisan, too. So I need “Secret 
Pen”. I can hide “Secret Pen” in my pen case. I 
have wanted such a robot like this for a long time. 
I am happy to see the robot made by Ayaka. I 
want the robot made by Ayaka. How about you?

株式会社 YAMATSU（　　　　）支店

支店長名：

商品開発部　社内プレゼン　　　　　　　（日付）

NAME 熱意
（アピール度） 英語らしさ 説明の量 商品の

面白さ

班員の名 簡単な文章で評価 ◎○△ ◎○△ ◎○△
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Ⅰ 小学校における外国語活動の 2 つの目標

平成 20 年 2 月 15 日，新学習指導要領案が発表

となった。それに伴い，小学校における外国語活動

の目標も次のように明確に示された。

外国語を通じて，言語や文化について体験的

に理解を深め，積極的にコミュニケーションを

図ろうとする態度の育成を図り，外国語の音声

や基本的な表現に慣れ親しませながら，コミュ

ニケーション能力の素地を養う。

目標が明示された今，現場は目標に正対した授業

をどのようにつくっていけばよいのかを考え，その

具体を示していかなければならない。本稿では，目

標に正対した授業の具体について述べる。

Ⅱ 言語や文化について体験的に理解を深める

この目標に向かうためには，理解を深めるべき「言

語や文化」を題材として設定する必要がある。文部

科学省は既に試案として 10 題材を示している。

本稿では，「漢字」を題材の 1 つとして提案したい。

「英語活動で漢字？」と意外に思われる方も多いだろ

う。しかし，漢字は「言語や文化」そのものであり，

大きな可能性を持った題材である。後述の活動例を

お読みいただきたい。

Ⅲ  積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする態度の育成を図る

「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態

度」を育成する授業を具現することは容易ではない。

「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度」

の中身が曖昧だからである。育成すべき中身が曖昧

のままでは，授業の具体を考えることはできない。

そこで，私は「積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度」を次のように定義している。

○  相手の話す英語を聞いて，それを理解しよう

とする態度をもつこと（推測）

○  相手に何らかの反応を示そうとする態度をも

つこと（反応）

「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態

度」を「推測」と「反応」という 2 つのキーワードで考

えているのである。

私は，コミュニケーションとは「意味内容を伝え

合うこと」であると考えている。伝え合いたい意味

内容がなければ，コミュニケーションは成立しない。

このような状況下で「積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度」を育成することは不可能であ

る。したがって，まずは，児童たちが推測したくなっ

たり反応したくなったりするようなコミュニケー

ション活動を開発する必要がある。

以下に示す活動例は，この要求にも応えるもので

ある。「知っているようで知らない」という半知の要

素が児童たちの知的好奇心を刺激するからである。

Ⅳ　活動例 1「この漢字読めるかな」

児童たちにとっての難読漢字を板書して示し，英

語のヒントを与えながらその読み方を考える活動で

ある。次のように進めた。

小 学 校 英 語

渋 谷 　 徹 　 S h i b u y a  To r u
（新潟県新潟市立新潟小学校）

「目標」に正対した

授業づくりとは
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I’ll give you some kanji quizes.  If you know the 

answer, raise your hand.  The first question is 

easy. 

Q1 「海老（えび）」

What’s this kanji?

Yes. It’s ocean, ‘umi’.  This animal lives in the 

ocean.  This kanji means ‘old’.  This animal 

has a long body and many legs.  We eat it as 

sashimi.

The answer is ‘ebi’.  It’s ‘shrimp’ in English.

Q2 「海星（ひとで）」

This kanji means ‘star’.  This animal looks like 

a star.  It’s ‘starfish’ in English.

The answer is ‘hitode’.

Q3 「海月（くらげ）」

This kanji means ‘moon’.  Do you know the 

answer?  Do you want some hints?  This 

animal has a clear and soft body.  It can sting 

you.  It looks like an umbrella.  It’s ‘jellyfish’ in 

English. 

The answer is ‘kurage’.

Q4 「海豚（いるか）」

This kanji means ‘pig’.  This animal can swim 

very fast.  It can jump up very high.  It’s very 

smart.  We can see it in aquariums.  It’s 

‘dolphin’ in English.

The answer is ‘iruka’.

Q5 「海馬（とど）」

The last question is difficult.  This kanji means 

‘horse’.  What’s this animal?  It lives in the 

ocean.  It’s big.  It’s ‘sea lion’ in English.  It 

looks like a seal, ‘azarashi’. 

The answer is ‘todo’. 

漢字は表意文字である。英語のヒントだけでな

く，漢字のもつ意味そのものが読み方を考えるため

の手がかりとなる。これは，漢字という言語文化が

もつ大きな特徴である。

Ⅴ　活動例 2「中国ではどんな意味？」

漢字は中国から伝わった。しかし，同じ漢字であ

りながら，日本語と中国語では大きく意味が異なる

ものがある。意味の違いを知った子供たちはその意

外性に驚くこととなる。

Q1 「走（歩く）」　※（　）内は中国語での意味

Can you read this character?  It means ‘run’ in 

Japanese. But it has a different meaning in 

Chinese. What does it mean in Chinese?  You 

can answer in Japanese. It’s ‘walk’ in Chinese.

Q2 「湯（スープ）」

It’s ‘hot water’ in Japanese.  But it’s not ‘hot 

water’ in Chinese.  What is it in Chinese?  It is 

‘soup’ in Chinese.

Q3 「娘（母親）」

It’s ‘young woman’ in Japanese. What is it in 

Chinese?  It’s ‘mother’ in Chinese.

Q4 「手紙（トイレットペーパー）」

It’s ‘letter’ in Japanese. What is it in Chinese?  

It’s ‘toilet paper’ in Chinese.

漢字を使っている国は，中国と日本だけではない。

韓国での使われ方なども比較の対象にするとおもし

ろいかもしれない。

Ⅵ　おわりに

英語活動は，全国ほとんどの学校で実践されるよ

うになった。しかし，これまで，その中身は多種多

様であった。「小学校英語活動実践の手引」（文部科

学省）は示されていたものの，実際の授業は，目標

も内容も方法も，そして時数もバラバラであったの

である。

今回，小学校における外国語活動の目標は明確に

示された。これからは，同じ方向を向いた実践が積

み重ねられなければならない。そのためには，「コ

ミュニケーションとは何か」について考え，そのと

らえ方を一致させることが必要である。

TEN_Vol12ver2.indd   20 08.3.10   11:58:30 AM



TEACHING ENGLISH NOW VOL.12 SUMMER 2008 2�

小学校英語の現場では，読み聞かせの実践が多く

見られます。低学年向けのタスクだと思われている

方も多いでしょうが，高学年から中学生にかけては，

自我の成長もあってゲームやクイズ的な活動への積

極性を失う時期でもあり，児童の知的好奇心を満た

し，かつ英語の魅力を再発見するために，読み聞か

せが効力を発揮します。初期学習者には，クラス

ルーム・イングリッシュを越えた豊かなインプット

が必要です。絵本の読み聞かせの実践で見られた児

童の反応を以下に紹介します。

英語圏の子どものために書かれた絵本やライム

は，リズムや押韻の工夫がされているものが多く，

その魅力的な響きが特に児童の心をとらえ，訳さな

くても意味を予想でき記憶にも残る（実際，覚えて

口ずさむ児童がいる）ことに着目し，そこからより

効果的な読み聞かせの方法を考えました。

①  タイトルの意味，登場人物などの最低限の情報

を与えたあと，日本語での説明は一切与えず，

物語全体を通して読み聞かせる。

②  教師はリズムや押韻を強調し，声の調子や大小

を工夫し感情を込めた読み方を心がける。

③  児童同士の交流タイムを設け，想像した意味や

わからない単語を出し合ったり，どこが面白

かったかを発表したりする。

④  教師は児童同士の交流で出てきた質問には答え

るが，全体的な日本語訳は与えず，次の授業で

再度，物語全体を通して読み聞かせる。

このように日本語訳をすぐに与えないことで，児

童たちは物語を想像しながら耳をすませて聞き，語

と語の境界や微妙な発音に注意を払うことになりま

す。その結果，単語単位ではなく，チャンク（意味

を成す句）単位で理解し丸覚えしていく様子が手に

とるようにわかります。それは，形式から入る学習

と異なり，場面と一致させて記憶に残すための理想

的な学習ではないでしょうか。

中学１年生にも同じ本を読み聞かせたところ，未

習語彙の意味をほぼ正確に予想することができ驚き

ました。また「自然と意味がわかって達成感があっ

た」，「読み聞かせをしてもらうのは小学校以来で楽

しかった」という声が上がっていました。生徒の意

欲やそのレベルにより，題材の難易度を調節できる

のが読み聞かせの利点です。小・中学校の英語教育

をつなぐ意味でも，小・中学校の先生方に是非とり

入れていただきたいと考えます。

山 本 玲 子 　 Ya m a m o t o  R e i k o
（ 京 都 教 育 大 学 附 属 京 都 中 学 校 ）

絵本で読み聞かせ
─ 小・中学校の英語学習をつなごう

英 語 教 師 の  
リ ソ ー ス
R E S O U R C E S  F O R
E N G L I S H  T E A C H E R S

読み聞かせを意図したビッグ・ブック。まとまった内容を豊かな表現で

聞くことは，英語という言語を受け入れる素地を作ることにもなります。

題材  Brown Bear, Brown Bear, What Do You 
See?（Bill Martin and Eric Carle）,  Five 
Little Monkeys Jumping on the Bed 

（Eileen Christelow）, The Very Hungry 
Caterpillar（Eric Carle）など 

反応  低学年から慣れ親しんだ簡単な絵本を繰り返
し読み聞かせる→以前より理解度が向上して
いることを実感できるため，幼児向け教材に
対し拒否反応を見せる高学年児童も，絵本に
対しての反応は上々である。

題材  The Magic Porridge Pot, Little Red Hen, 
The Story of Silent Night など　

 ※ 有名な話のため，様々な作家が手がけている。
反応  語彙・文法ともに難易度の高い物語を読み聞

かせる→わずかでも理解すれば達成感を持
ち，次はさらに理解しようとする意欲が向上
する。
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　 夏季英語教育セミナー，専門研修講座のお知らせ

2008 夏季英語教育セミナー

日　時： 2008 年 8 月 1 日（金） 10:00 ～ 16:00  

会　場： 中野サンプラザ　　URL　http://www.sunplaza.jp/

 （東京都中野区：JR 中央線・総武線／東京メトロ東西線「中野」駅北口より徒歩 1 分）

主　催： NPO 法人 ILEC 言語教育文化研究所
協　賛： 株式会社 三省堂
対　象： 中学校英語教師，中学校英語に関心をお持ちの方
定　員： 120 名
参加費： 4,000 円
内　容： 《講演・ワークショップ》　　
 Ⅰ  「これからの英語教育　― 確かな ﹃言語力﹄ の育成のために」
   森住 衛 （もりずみ まもる） ［桜美林大学大学院教授］
 Ⅱ  「効果的な英語学習法とは　― 音読を例にして考える」   

   竹内 理 （たけうち おさむ） ［関西大学大学院教授］
 Ⅲ  「授業の構成を考える　― 変化と継続の両立」  

   杉本 薫 （すぎもと かおる） ［東京都江東区立東陽中学校教諭］
 Ⅳ 「授業を楽しくするヒント　― 英語落語に学ぶ」  

   大島 希巳江 （おおしま きみえ） ［文京学院大学准教授，英語落語プロデューサー＆パフォーマー］

 ※参加される方全員に同じプログラムを受講していただきます。
 ※タイトル・内容は一部変更することもございます。予めご了承ください。

ILEC 平成 20 年度前期英語専門研修講座

日　時： 2008 年５月中旬～６月下旬（火・木）19:00 ～ 21:00

会　場： 当研究所セミナールーム（三省堂本社１階）
対　象： 小中高の教師，学生（学割あり），一般の方
参加費： １講座につき 3,000 円を予定しています。
内　容：  毎日の英語授業の改善・創造を目指し，現在英語教育界で活躍している講師陣が明日からの授業に役立つ講義と

実習を行います。全６講座を予定しています。

セミナー，専門研修講座のお申し込み・お問い合わせ

NPO 法人 ILEC 言語教育文化研究所　
  〒 101-0061　東京都千代田区三崎町 2-22-14

  TEL 03-3230-9473    URL http://www.ilec.jp/

※セミナー，講座の詳細はホームページで順次ご案内する予定です。

編 集 後 記
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基礎からマスター［読む・聞く・話す］
わかりやすい基礎高校英和辞典

ビーコン英和辞典第２版［小型版］

宮井捷二 監修／三省堂編修所 編
A6 変形判＜ 2 色＞ 
1,696 ページ＋カラー 12 ページ
定価 2,310 円（本体 2,200 円＋税）

⃝ 高校教科書から徹底採録して
 見出し語 57,500
 （英和 47,300，和英 10,200）
⃝ カナ発音併記の場面別英会話 200
⃝ « 語源 》《日英比較 》を加えた新式 12 種の工夫
⃝ ［カナ発音］［和英］付き

通常のサイズもあります（普通版）
ビーコン英和辞典第２版

宮井捷二 監修／三省堂編修所 編

B6 変形判＜ 2 色＞

1,696 ページ＋カラー 12 ページ

定価 2,835 円（本体 2,700 円＋税）

三省堂 Web サイトで提供                      

『三省堂中学校英語ワークシート』の紹介
◎ 授業内で使うドリル式ワークシート（WORD ファイル）

◎ Web サイト（URL http://tb.sanseido.co. jp/english/newcrown/index.html）からダウンロード

◎ 文法事項ごとにまとめられ，Step1 〜 3 で，繰り返し練習

小型版新発売

■ Step 1
《大問 1》  語句穴埋め問題（選択肢あり）
《大問 2》  ① 語句並べ替え問題（一部）
  ② 語句並べ替え問題（全体）

■ Step 2
　※ Step 1 と同じ英文を使い , タスク
をかえて練習。

《大問 1》  語句穴埋め問題（選択肢なし）
《大問 2》  ① 語句穴埋め問題（一部）
  ② 和文英訳

■ Step 3
　※ Step 1・2 の《大問 2》の和文
 英訳を集めたもの。

持ち運びに便利な
ハンディサイズ！

AR
OU

ND THE WORLD

12
　遠藤周作，最晩年の『深い河（ディープ・リバー）』を読

んで，作家の直感の凄さに感動した覚えがある。我々イ

ンド研究者がこつこつと文献を渉
しょうりょう

猟して初めて到達する

ような発見に感性で迫っているからであるが，その分析

はともかく，ここでは，作品の重要な舞台となった街の

名称をめぐって，インドのことばを観察してみよう。

　インド最大の聖地であり，インドで最も「インド的」と

も評されるその街は，筆者などはベナレスと呼び慣らわ

してきた世代なのだが，遠藤氏はさすがに公的な正式名

称「ヴァーラーナスィ」を採用している。ローマ字で翻字

すれば （n
4

は反舌音）で，ヒンディー語の語頭の

ｖ音は w 音と容易に交代することから実際には　「ワー

ラーナスィー」と発音されることが多い。

　一方のベナレス。実はこれ英語綴り Benares のロー

マ字読みにほかならない。お手元の英語の辞書で発音記

号をご確認いただければ，むしろ「バナーラス」に近く，

決してベナレスとは発音されないことがわかるだろう。

彼らが日常的に通称として使用する地名は Banaーras な

のだ。そう，だから，インドへ行って「ベナレスはどこ？」

と尋ねても「ベナレスって，どこ？」と問い返されてしま

うのが落ちだ。

　では， と Banaーras の 2 者が存在する事情

はどこにあるのか。前者の用例は，2・3 世紀頃に成立

した原始仏典にも高級絹布の産地として見られるほど

古い。雅語であるサンスクリット語とは異なり，民衆

の話しことばに近く地域的にも時代的にもはなはだ多

様な言語群をプラークリット諸語と呼ぶが，その 1 つ

パーリ語で記された仏典では語頭が b 音で

とある。11 世紀頃のインドのある文法学者によれば，

幾つかのプラークリット語ではサンスクリット語の

が になると記述されている。つまり

r 音と n
4

音との間に音位転換（metathesis）が起きたとい

うのだ。それが更なる変容をこうむりながら今日の通称

Banaーras に至ったのだ。一方が固定化された伝統的言

語による呼称だったのに対し，他方は自然に変化する日

常語による呼称だったわけだ。1 つの社会にも体系の異

なる複数の言語が重層的に存在するインドの特殊な言語

事情を物語る事例と言えよう。

　高校生必携の世界地図帳には「ヴァラナシ（ベナレス）」

とあって，音引きを 3 カ所とも省くのはいただけないが，

両名併記の背後には長い歴史が潜んでいたことになる。

ほかに 3 つの大都市もコルカタ（カルカッタ），ムンバ

イ（ボンベイ），チェンナイ（マドラス）と併記され，いず

れも，「現地での伝統的な名称 ＋（英語由来の名称※）」で

あることを示している。伝統名への回帰には政治的な思

惑もからんでいて，ことばと政治の問題として重要だが，

歴史の詳細を知るには順次ベンガル語，マラーティー語，

タミル語の知識が必要になる。

「ベナレスって，どこ？」

インドのことばをめぐるあれこれ［2］水 野 善 文 　 M i z u n o  Yo s h i f u m i  （ 東 京 外 国 語 大 学 ）

NEW CROWN の 3 年生に題材
として扱われている国，タンザニア
のザンジバル島を旅した。日本人に
はあまりなじみのない国であるが，
ここは昔から文明の十字路であるだ
けでなく，青い海と青い空，それに
珊瑚礁からなる名高いリゾート地で
もある。この島で私はたくさんの現
地の人々と出会い，そのどれもがか
けがいのない宝物となった。

世界遺産になっているストーンタ
ウンを散策していると，どこからと
もなく気軽に“Jambo!”と声がかか

る。偶然出会ったムサ（左写真）は，
島でも有名なティンガティンガ画家
であった。彼にはお弟子さんが 5
人もいる。私は，彼が描いたティン
ガティンガの絵を見て息を飲んだ。
サバンナに住む野生の動物や鳥は，
独特の画風で大胆にデフォルメされ
て描かれ，アフリカの大地の息吹を
謳歌しているように思えた。

私はこの旅に，日本の生徒から預
かったたくさんの文房具とメッセー
ジカードを持って来ていた。ムサに
頼んで紹介してもらったキジムカジ

小学校（写真右）を訪れると，そこで
は数え切れないほどの子どもたち
が，遠い国からやって来た私を出迎
えてくれた。教室に入ってあいさつ
をしたあと，子どもたち一人ひとり
に片言のスワヒリ語で話しかけ，文
房具を渡していった。私がペンを渡
したときの，あの輝く笑顔は一体ど
こから来るのだろう。デジタルカメ
ラで撮ったばかりの写真を見せたと
きの，あのつぶらな瞳と笑顔。重い
荷物をここまで運んで来て本当によ
かったと思えた瞬間だった。

紺野正典　Konno Masanori　（東京都足立区立第六中学校）

Jambo!  素敵な笑顔をありがとう！表紙写真
について

（※マドラスはポルトガル語由来）
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斎藤栄二　著

自己表現力をつける英語の授業

2,100 円（税込）四六判 192 頁　ISBN 978-4-385-36353-0

自己表現の語彙の増やし方，質問作成能力のつけ方，Discussion の仕方，
Read and Look up の仕方など，実践を踏まえてやさしく具体的な手順を
示す。好評の前著『基礎学力をつける英語の授業』の続編。

目　次

第 1 章 英語教育の未来像を描こうではないか
第 2 章 生徒が自己表現に使う語彙をどう増やすか
   ― Caption Method のすすめ ―
第 3 章 自己表現力をつけるためには，どういうことをさせたらよいか
   ― 日本人学習者の質問作成能力について検討する ―
第 4 章 自己表現力をつける
第 5 章 Discussion 初級編
第 6 章 Imitation Method
第 7 章 ペーパーを読み上げないでスピーチ活動をさせるには
   → Read and Look up 方式
第 8 章 対話：英語教師の「授業力」を育てよう

ELEC 同友会英語教育学会　実践研究部会　編著

中学校・高校　英語
段階的スピーキング活動 42
2,415 円（税込）B5判 208 頁　ISBN 978-4-385-36355-4

「インタビュー活動」「スピーチ」「チャット」「レポーティング」「ディベート」など，
スピーキング活動についての指導技術や 42 の事例を紹介。中学校から高
校までを見据えた計画のもと，既習の知識を活用して「話す」力を育む授
業ができる。

第 1 部　技術・理論編

・ペア，グループ編成
・スピーチにおける話し手への指導
・スピーチにおける聞き手への指導
・スピーチの原稿指導
・レポーティングの指導
・指導したい会話技術一覧
・ディベート
・ディスカッション
・視聴覚機器の活用

第 2 部　指導編

・自己紹介をしよう
・１文加えて答えよう
・私の好きな有名人
・はじめてのチャット
・身近な人を紹介しよう
・ある日の出来事
・夏休みの思い出
・意見を述べよう
・理由を述べよう

・ 目的を述べよう
・ 10 年後の私
・ My Treasure
・ Survey & Report
・ 30 秒コマーシャル
・ Speeches & Comments
・ My Dream
・ Balloon Debate
・ My Opinion　  …他

（一部抜粋）目　次
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